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平成13年�

今の季節は、桃色が流行�

　５月中旬、３日間暖かい日が続いた。車の中ではエアコンをつけ、最高�
気温が29度。樹木たちも「あれ、もう夏なの」と急いでいっせいに花をつ�
けた。春の花、さ・く・ら。私の輝く姿を見てくれと言わんばかりに、桃色�
の衣装を着飾っている。まちのあちこちで、この時季だけ桃色が流行って�
いる。�

¡
町制
施行30周年¡
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7月から指定のごみ袋による�
分別収集が始まります�

　4月から分別収集がスタートし、ごみの減量化と資源のリサイクルが順調に進んでいます。御協力�
ありがとうございます。�
　別海町はごみの分別収集と減量化、ならびにごみ処理手数料の公平な負担を目的として、平成13年�
7月1日からごみステーションにごみを出すときは指定のごみ袋を使っていただきます。粗大ごみにつ�
いては、収入証紙（シール）を貼り付けていただきます。詳しくは、本広報誌に折り込みされており�
ますパンフレットをごらんください。また、6月中に町内各地で説明会を行ないますので御参加くだ�
さい。�

■もえるごみ・もえないごみ・空き缶・空きビン・ペットボトル…指定のごみ袋を使ってください。�

■新聞・雑誌・段ボール・紙パック・危険ごみ…ごみ処理手数料はいただきませんので、袋・シールは�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　必要ありません。これまで通り出してください。�
■粗大ごみ…収入証紙を貼り付けてください。�

別海町指定容器�

もえるごみ�
専用�
�
�

別海町�

（45リットル）�

別海町指定容器�

びん専用�
�
�
�

別海町�

（30リットル）�

別海町指定容器�

ペットボトル�
専用�
�
�

別海町�

（45リットル）�

別海町指定容器�

もえるごみ�
専用�
�

別海町�

（20リットル）�

別海町指定容器�

もえない�
ごみ専用�
�
�

別海町�

（45リットル）�

別海町指定容器�

かん専用�
�
�
�

別海町�

（45リットル）�

別海町指定容器�

もえない�
ごみ専用�
�

別海町�

（20リットル）�

指定容器（ごみ袋の料金）�

もえるごみ�

もえないごみ�

資源ごみ�

かん�

びん�

ペットボトル�

45リットル�

20リットル�

45リットル�

20リットル�

45リットル�

30リットル�

45リットル�

60円�

30円�

60円�

30円�

10円�

10円�

10円�

１２０円�
ごみ処理及びごみ処分用�

　袋に入りきらないごみと金庫などの固いごみは粗大ごみです。　
ひとくちに粗大ごみと言っても、様々な出し方がありますが、粗大
ごみの1個という単位は次のルールによります。粗大ごみ1個につき
1枚の収入証紙を貼り付けてください。�

粗大ごみの１個とは？�
■１束で１個（ひもでしばってください）…１ｍ以内の丸太、自分で解体した物置　など�
　注意：大人２人で運搬できるだけの量と重さにしてください。ひもでしっかり束ねてください。�
■１セットで１個（いくつかのモノが集まって使用できるもの）…ステレオセット、ゴルフバッグとクラブ、�
　電気こたつとこたつ板、スキー板とストック　など（ひもでしっかり束ねてください）�
　注意：単体で使用できるものは、まとめて１個にはなりません。（応接セット、食卓テーブルセットなど）�
�

※袋の代金にごみ処理手数料が含まれています。�
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保
険
税
は
、納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う�

政令に基づく特別な事情（災害など）がないのに、保険税を納めずにいて、納税相談�
などにも応じない場合、やむをえず、次のような措置がとられます。�国

保
の
保
険
税�

◎国保の滞納措置�

●滞納措置はこのように行われます。�

滞納発生�

１
年
滞
納�

１
年
６
カ
月
滞
納�

保 険 税 納 期 限 �

督 促 な ど �

短期被保険者証の交付�

資格証明書の交付�

督促されたり、納付指導を受けることになります。�

保険証の有効期間が短くなります。�

保険証を返還して、代わりに「被保険者資格証明書」の�
交付をうけます。�

資格証明書とは…�
国保の加入者（被保険者）であることの証明をするだ
けで、保険証のような効力はありません。�
お医者さんにかかるときは、いったん全額自己負担
となります。�
後日、申請すれば、かかった医療費から一部負担金を
除く金額の払い戻しが受けられます。�

保険給付の一時差し止め�保険給付の全部または一部が差し止められます。�

差し止められた保険給付から滞納分が差し引かれたり、財産差し押さえなどの�
処分をうけます。�

●滞納した保険税を完納したとき�
●滞納額が著しく減少したとき�
●特別な事情が認められたとき�

次のような場合は、通常の扱いに戻ります�

◎納付が困難な方は、まず税務課納税係にご相談下さい�

●災害等のやむをえない事情により、保険税の納付が困難な�
　場合は、早めに担当窓口にご相談下さい。�
�

◎保険税の納付は、口座振替が簡単・便利です。�

●あなたの預金口座から自動的に払い込まれ、「つい」「うっかり」の納め忘れ�
　がありません。�
●納期のたびに金融機関へ足を運ぶ必要がありません。�
●一度手続きをすると、翌年度以降も自動的に納付されます（毎年継続）。�

お申し込みの手続きは�

預金口座のある金融機関�
　通帳、通帳の印鑑、納税通知書が必要です。�

税務課納税係窓口�
　通帳、通帳の印鑑が必要です。�
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NEWSまちのできごと�まちのできごと�

家
族
で
に
ぎ
わ
う

潮
干
狩
り

尾
岱
沼
青
少
年
旅
行
村
で
「
潮

干
狩
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
、

本
格
的
な
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
む
か

え
た
五
月
十
二
日
、
十
三
日
と
二

十
六
日
、
二
十
七
日
の
四
回
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
会
場
は
、
町
内
外

か
ら
の
た
く
さ
ん
の
家
族
連
れ
で

に
ぎ
わ
い
、
訪
れ
た
人
は
受
付
で

手
渡
さ
れ
た
ポ
リ
バ
ケ
ツ
を
手
に
、

潮
が
引
い
た
前
浜
で
く
ま
手
を
使

い
ア
サ
リ
掘
り
に
熱
中
。
大
粒
の

ア
サ
リ
を
選
ん
で
バ
ケ
ツ
い
っ
ぱ

い
に
し
て
持
ち
帰
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
六
月
九
日
・
十
日
（
午
前

十
一
時
〜
午
後
一
時
）
に
も
「
潮

干
狩
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

緑
豊
か
な
町
に
し
よ
う

五
月
八
日
・
九
日
の
両
日
、
別

海
中
央
中
学
校
の
生
徒
会
が
、
Ｊ

Ａ
別
海
Ａ
コ
ー
プ
店
前
で
「
み
ど

り
の
羽
根
募
金
」
活
動
を
行
い
ま

し
た
。
こ
の
街
頭
募
金
活
動
は
毎

年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
参
加

し
た
生
徒
は
タ
ス
キ
を
掛
け
て
募

金
箱
を
も
ち
、
明
る
く
元
気
な
声

で
「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

と
よ
び
か
け
、
買
い
物
に
来
た
主

婦
な
ど
が
募
金
を
し
ま
し
た
。

私
も
こ
ん
な
に

小
さ
か
っ
た
の
？

看
護
の
日
（
五
月
十
二
日
）
に

ち
な
み
、
五
月
九
日
・
十
日
の
二

日
間
、
北
海
道
看
護
協
会
根
室
支

部
で
は
町
立
別
海
病
院
な
ど
で
小

学
生
を
対
象
に
し
た
ジ
ュ
ニ
ア
ナ

ー
ス
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

誰
に
で
も
い
つ
で
も
優
し
く
手

を
さ
し
の
べ
ら
れ
る
心
を
育
ん
で

ほ
し
い
と
い
う
目
的
で
、
こ
の
体

験
は
十
年
目
を
迎
え
ま
す
。

白
衣
に
着
替
え
た
中
央
小
学
校

の
児
童
は
、
老
人
保
健
施
設
す
こ

や
か
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
病
院
の

レ
ン
ト
ゲ
ン
室
や
助
産
婦
室
、
手

術
室
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

す
こ
や
か
で
は
、
お
年
寄
り
に

ミ
ニ
タ
オ
ル
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
病

院
で
は
、
生
ま
れ
て
間
も
な
い
赤

ち
ゃ
ん
を
抱
い
て
「
私
も
こ
ん
な

に
小
さ
か
っ
た
ん
だ
」
と
優
し
い

顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。
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四
月
二
十
八
日
、
中
春
別
小
学

校
（
相
馬
校
長
児
童
六
十
五
人
）

で
は
奉
仕
活
動
を
通
し
て
地
域
の

環
境
を
知
り
、
自
然
を
守
ろ
う
と

い
う
目
的
で
、「
春
別
川
を
守
れ
、

ク
リ
ー
ン
作
戦
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。児

童
会
の
主
催
で
行
わ
れ
、
全

校
生
徒
で
春
別
川
の
周
辺
や
、
ヘ

ル
ス
パ
ー
ク
な
ど
地
域
の
ゴ
ミ
拾

い
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
五
月
十
八
日
に
は
、
野

付
中
学
校
（
池
田
校
長
児
童
七
十

七
人
）
の
全
校
生
徒
が
野
付
半
島

の
ゴ
ミ
拾
い
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
は
毎
年
行

わ
れ
、
野
付
半
島
の
売
店
駐
車
場

か
ら
ナ
ラ
ワ
ラ
駐
車
場
の
五
㎞
程

の
道
路
沿
い
を
清
掃
し
ま
し
た
。

別
海
町
ラ
ジ
オ
体
操
会

四
月
二
十
五
日
、
別
海
町
ラ
ジ

オ
体
操
会
の
総
会
が
交
流
館
ぷ
ら

と
で
開
か
れ
、
千
日
以
上
の
表
彰

と
特
別
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

別
海
町
ラ
ジ
オ
体
操
会
（
会
長

田
保
秀
治
、
会
員
五
十
五
人
）
は
、

年
中
無
休
三
百
六
十
五
日
の
毎
日
、

憩
い
の
森
駐
車
場
な
ど
で
行
わ
れ

て
お
り
、
今
回
表
彰
さ
れ
た
の
は

金
内
保
さ
ん（
千
日
）、
玄
妙
子
さ

ん（
二
千
日
）、大
槻
富
治
さ
ん（
二

千
日
）、
大
沼
捷
代
さ
ん（
三
千
日
）、

老
川
チ
エ
さ
ん（
三
千
日
）、
清
水

栄
子
さ
ん（
四
千
日
）、
田
保
秀
治

さ
ん（
五
千
日
）、
八
十
歳
の
特
別

表
彰
に
佐
藤
信
夫
さ
ん
（
四
千
七

百
十
七
日
）
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
は
「
今
後
、
ど
こ
ま
で
記

録
を
延
ば
せ
る
か
楽
し
み
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

母
の
日
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

五
月
十
三
日
の
母
の
日
に
、
別

海
理
容
師
会
と
中
標
津
理
容
師
会

の
理
容
師
十
一
人
が
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
清
翠
園
を
訪
れ
、
理
容

奉
仕
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
慰
問
は
毎
年
、
母
の
日
と

年
末
の
二
回
行
わ
れ
て
い
る
も
の

で
、
入
園
者
に
と
っ
て
は
と
て
も

楽
し
み
の
日
で
す
。
こ
の
日
は
母

の
日
と
あ
っ
て
女
性
入
園
者
（
六

十
六
名
）
を
対
象
に
髪
を
切
っ
た

り
、
顔
を
剃
っ
て
も
ら
う
な
ど
心

の
こ
も
っ
た
奉
仕
を
う
け
、
入
園

者
は
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
し
た
。

別海町をクリーン、クリーン

野付中による「クリーン作戦」

中春別小による「春別川を守れ、クリーン作戦」
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西
春
別
小
で
植
樹

五
月
十
九
日
、
西
春
別
小
学
校

（
石
田
校
長
）で
開
校
七
十
周
年
を

記
念
し
て
学
校
の
周
り
に
植
樹
し

ま
し
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
横
な
ど
に
全
校
児

童
六
十
六
人
と
先
生
十
四
人
、
父

母
二
十
四
人
が
参
加
し
て
、
八
十

本
の
ミ
ズ
ナ
ラ
を
植
樹
し
ま
し
た
。

一
人
一
本
ず
つ
苗
木
を
植
え
、
全

体
重
を
の
せ
た
足
で
よ
く
踏
み
、

水
を
か
け
て
終
了
。
児
童
は
「
こ

れ
が
私
が
植
え
た
ミ
ズ
ナ
ラ
ね
」

と
確
認
し
、
何
十
年
後
に
大
き
く

育
っ
た
ミ
ズ
ナ
ラ
を
楽
し
み
に
し

て
い
る
よ
う
で
し
た
。

ま
た
西
春
別
小
学
校
で
は
、
秋

に
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
埋
め
る
こ

と
も
計
画
中
で
す
。

自慢の牛を披露

５月11日、平成13年度別海町畜産総合共進会が、
農村広場で開催されました。
この共進会は、産業祭の第一部として開かれたも

ので、出陳頭数は120頭でそれぞれの部門ごとにチ
ャンピオンを競い合いました。前日の雨で１日延期
になった当日は、町内の酪農家や農業関係者が多数
集まり、それぞれ自慢の牛が披露され審査が行われ
ました。
結果は次のとおりです。

「乳用牛部門」
○ジュニアグランドチャンピオン
アビリティファーム　ケリー　ピーターチェ

橋本幸二さん／中春別農協
○ジュニアリザーブチャンピオン
エレガンス　クリス　ルーシー

高橋吉治さん／別海農協
○シニアグランドチャンピオン
クイーン　トラディション　ドリーム　アポロ

大塚正男さん／別海農協
○シニアリザーブチャンピオン
ＹＭＤ　ジャッキー　チャールズ　スミレ

山田博和さん／中春別農協
「小林末吉賞」

クイーン　トラディション　ドリーム　アポロ
大塚正男さん／別海農協

「団体優勝」 中春別農協

農業者年金巡回相談会開かれる

北海道農業会議主催による農業者年金相談会が４
月24日酪農会館で開かれ、加入者・受給者合わせて
45名の方が出席のもと、乾相談員から現時点におけ
る新制度の内容説明と個別相談が行われました。
新制度は、平成14年１月１日から施行予定で、こ

れまでの強制加入から任意加入となり農業に従事す
る60歳未満の方であれば誰でも加入できます（農業
に従事要件は年間60日となる予定）。
なお、新制度は任意加入となるため、現在加入者

が新制度においても引き続き加入希望するかどうか
の意向調査を９月下旬頃から実施いたしますのでご
協力をお願いいたします。
午後からは個別相談に移り、受給額平均9.8％削減

される経営移譲年金について、経営移譲間近の方が
真剣に相談されていました。
農業者年金については、ＪＡ各農協、農業委員会

におたずねください。
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平成14年度（2002年）から学校が変わります。
－完全学校週５日制の下で「生きる力」を育む新しい学校教育を目指して－

来年４月から学校が「完全学校週５日制」になり、
また学習指導要領も新しくなりますので、今後学校
がどのように変わるのかを５回に分け、特集で町民
の皆さんにお知らせをしています。

③自ら学び自ら考える力の育成

これまでの多くの知識を教え込みがちであった　
教育から、子どもたちに自ら学び自ら考える力を
育成する教育へと転換が図られます。

◎これからの社会を生きる子どもたちに必要
な力は…
激しい変化が予想されるこれからの社会において

は、生涯を通じて、いつでも自由に学び続けるとい
う生涯学習の考え方を更に進めていく必要がありま
す。このため、学校は学校教育のみで完結するので
はなく、学校教育では生涯学習の基礎となる力を育
成することが重要です。
これからの子どもたちには、地名や年号などの細

かな知識をたくさん覚えていることより、自分で考
え、自分の考えをもち、それを自分の言葉で表現で
きる力を身に付けていて、それを実際の生活に生か
すことができるようにすることが重要です。

◎体験的な学習、問題解決的な学習が重視さ
れます

これからの学校教育では
●知的好奇心や探求心をもって、自ら学ぶ意欲や
主体的に学ぶ力

●自らの力で倫理的に考え判断する力
●問題を発見し解決する能力　　などの能力の育
成が重視されます。

このような能力は実際に自分で調べたり、体験し
たりすることによって実感を伴った理解を深めるこ
とによりはぐくまれていきます。
このため、学校では、

・観察・実験・見学や調査
・スピーチ・討論、ディベート
・自ら調べ・まとめ・発表する活動
・自然体験やボランティアなどの社会体験
・ものづくりや生産活動

などの体験的な学習、問題解決的な学習が重視され、
積極的に授業に取り入れられます。

◎道徳教育が充実されます
子どもたちに正義感・倫理観、思いやりの心など

の豊かな人間性や社会性をはぐくむためには、家庭
の役割も重要ですが学校教育においても、
●基本的な生活習慣や善悪の判断、社会生活上のル
ールなどの指導の徹底

●ボランティア活動や自然体験活動などの体験活動　
を生かした学習の充実

などの改善が図られ、子どもたちの道徳性が培われ
ます。

◎国際化へ対応した教育が充実されます
中学校では外国語が必修になります。文法や英単

語をひたすら覚えさせるのではなく、実際に話した
り聞いたりすることに重点を置き、実際の場面で使
える外国語教育が行われます。
小学校でも「総合的な学習の時間」などにおいて

英会話などが実施できるようになります。

◎情報教育が充実されます。
中学校の技術・家庭科でコンピュータの活用など

情報に関する学習が新設され必修になります。
小学校でも「総合的な学習の時間」や各教科等の

学習で、コンピュータに慣れ親しむ活動が充実され
ます。

《これからの学校教育の目指す方向》�

多くの知識を�
教え込む教育�

自ら学び自ら考える力を�
育てる教育�

外
国
語
指
導
助
手
を
活
用
し
て
の

外
国
語
の
授
業
風
景



チ� ビ� ッ� コ�

※5月22日　町民保健センターで撮影　（　）内は保護者名�

６ヵ月健診－�

8

６月診療案内�
町立別海病院�

問い合わせ�
町立別海病院総務係  1５ー2311（内線201）�

6

ゆう  り 

斎藤　結璃ちゃん�
（俊之）�

あや  ね�

糸氏　絢音ちゃん�
（淳也）�

ひろ  き�

渡邊　浩貴くん�
（忠良）�

笹岡　　聖ちゃん�
（勇）�

ひじり�

　　　　　小児神経外来�

６月15日f�

　　　担当医師　札幌医大　舘　延忠助教授�

�

　　　　　耳 鼻 咽 喉 科�

６月11日b～６月12日c午前�

　　　担当医師　札幌医大　坪田　　大医師�

６月25日b～６月26日c午前�

　　　担当医師　札幌医大　平尾　元康医師�

�

　　　　　脳 神 経 外 科�

６月20日d午前�

担当医師　道小児センター　高橋　義男医師�

�

　　　　　皮　　膚　　科�

６月７日e～６月８日f午前�

　　　担当医師　札幌医大　近藤　靖児医師�

６月21日e～６月22日f午前         �

　　　担当医師　札幌医大　廣崎　邦紀医師�

�

　　　　　外科・整形外科�

　外科診療は毎日、午前のみ診療しています。�

整形外科診療は毎日、午後のみ診療していま�

す。薬は、診療時だけしか処方せんが出ませ�

んので注意願います。�

�

　　　 携帯電話の使用について�

　携帯電話は、病院内の医用電気機器に影響�

を及ぼす場合がありますので、病院内では電�

源を切ってください。�

�

　  看護婦（士）を募集しています�

　町立別海病院では、看護婦（士）を募集し�

ています。�

　受付は随時行っていますので、病院総務係�

までお問い合わせください。�



－１歳６

７月の保健業務予定�
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問い合わせ／町民保健センター（15-0359）�

中山　果林ちゃん�
（裕一）�

か  りん�

飛田　優奈ちゃん�
（広幸）�

ゆう  な�

きずき�

笹岡　　築ちゃん�
（勇）�

けいすけ�

鈴木　渓祐くん�
（浩）�

あい  か�

しゅんた�

相　　愛香ちゃん�
（英秋）�

飯田　峻大くん�
（雄士）�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ６月15日　金　別海町民保健センター�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ６月16日　土　別海町民保健センター�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ６月17日　日　別海町民保健センター�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ６月18日　月　別海町民保健センター�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ７月15日　日　尾岱沼東公民館�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ７月16日　月　本別海地域センター�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ７月17日　火　走古丹地域防災センター�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ６月２日　土　西春別駅前ふれあいセンター�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ６月３日　日　別海町民保健センター�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　   

６月４日　月
　中西別福祉館�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　　　上春別地域センター�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

 ６月５日　火
　尾岱沼東公民館�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　　　中春別福祉館�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ７月21日　土　西春別駅前ふれあいセンター�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ７月22日　日　別海町民保健センター�

＊どの健診も30才から受けられます（昭和46年生まれから）�
＊今年還暦を迎える方（昭和16年生まれ）は総合健診が無料�
　です。�
＊70才以上（昭和６年以前に生まれた人）はすべての健診が�
　無料です。�
＊乳がん検診は７月上旬に申し込みを取ります。�
＊受診希望の方は電話又はFAXもしくはe－mailでお申し込�
　み下さい。�
　申し込みの際は次の項目をお知らせください。氏名、生年月日、住所、電話�
　番号、うける健診と健診希望日�
　　電話  01537－５－０３５９　FAX  01537－５－０３３７�
　　　　　　　　e－mail  ikiiki@aurens.or.jp　�

（体部400円）�
子宮がん検診�

乳がん検診�

頚部�
1,000円�

健診種類� 料　　金� 月　日�曜日� 会　　　場�

平成13年度  各種健診日程表  お申し込みはお早めに�

日�曜日� 予定内容� 場　　所� 時　　間�

3�

4�

5�

〃�

6�

9�

10�

〃�

11�

18�

19�

24�

〃�

27�

30�

31

火�

水�

木�

〃�

金�

月�

火�

〃�

水�

〃�

木�

火�

〃�

金�

月�

火�

10：00～12：00�

12：30～13：00�

10：00～14：00�

12：30～13：00�

11：00～14：30�

10：00～14：30�

10：00～11：30�

10：00～12：00�

11：00～14：30�

10：00～11：30�

12：30～13：00�

10：00～11：30�

12：30～13：00�

９：30～11：00�

９：30～11：30�

９：00～11：30�
13：00～15：30

母子健康センター�

町民保健センター�

町民保健センター�

町 立 別 海 病 院�

西 公 民 館�

町民保健センター�

西春別ふれあいセンター�

母子健康センター�

東 公 民 館�

町民保健センター�

町 立 別 海 病 院�

母子健康センター�

町民保健センター�

中 西 別 福 祉 館�

尾岱沼地域センター�

町民保健センター�

母 親 教 室�

１ 才 半 健 診�

別 海 市 街 地 区�
食生活改善講座�

４ ヵ 月 健 診�

西 春 別 地 区�
食生活改善講座�

乳幼児健康相談�

乳幼児健康相談�

母 親 教 室�

野 付 漁 協 地 区�
食生活改善講座�

1才3ヵ月歯磨き教室�

４ ヵ 月 健 診�

母 親 教 室�

３ 才 児 健 診 �

フ ッ 素 塗 布 �

フ ッ 素 塗 布 �

フ ッ 素 塗 布 �

総

合

検

診
�

基本健康�
診　　査�
胃 が ん�
検　　診�
肺 が ん�
検　　診�
大腸がん�
検　　診�

2,000円�

   900円�

レントゲン�
   300円�

（喀痰500円）�

   500円�

   600円�
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伝言板�伝言板�お知らせ�お知らせ�
別海町役場  5-2111�
西春別支所  7-2131　尾岱沼支所（01538）6-2166�
上風連出張所  5-7326　上春別出張所  5-6011�
�

別海町役場  5-2111�
西春別支所  7-2131　尾岱沼支所（01538）6-2166�
上風連出張所  5-7326　上春別出張所  5-6011�
�

山
菜
採
り
に
伴
う

事
故
が
増
え
て
い
ま
す

◯
山
菜
採
り
の
心
得
五
か
条

¡
行
き
先
を
必
ず
家
族
等
に
知
ら
せ
ま

し
ょ
う
。

¡

単
独
で
の
入
山
は
で
き
る
だ
け
や
め

ま
し
ょ
う
。

¡

目
立
つ
服
装
等
に
配
意
し
ま
し
ょ
う
。

¡

通
信
手
段
（
携
帯
電
話
、
無
線
機
等
）

や
笛
・
ラ
ジ
オ
・
非
常
食
・
懐
中
電
灯

等
を
携
帯
し
ま
し
ょ
う
。

¡

迷
っ
た
ら
落
ち
着
い
て
行
動
し
ま
し

ょ
う
。

事
故
の
再
発
防
止
と
自
然
へ
の
配
慮
や

入
山
の
マ
ナ
ー
、
行
き
帰
り
の
交
通
安

全
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
北
海
道
環
境
生
活
部
、別
海
町
生
活
環

境
課
内
線
２
９
２
）

別
海
町
高
齢
者
等
緊
急
通
報

シ
ス
テ
ム
設
置
の
お
知
ら
せ

別
海
町
で
は
、
高
齢
者
等
の
日
常
生

活
の
安
全
確
保
と
精
神
的
な
不
安
を
解

消
し
、
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
家
庭
用
緊
急
通
報
電
話
機

の
貸
与
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

本
年
度
設
置
分
の
希
望
者
の
取
り
ま

と
め
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方

は
お
早
め
に
申
し
込
み
下
さ
い
。

○
対
象
世
帯
／
六
十
五
歳
以
上
の
ひ
と

り
暮
ら
し
の
高
齢
者
、
六
十
五
歳
以
上

の
高
齢
者
夫
婦
世
帯
、
ひ
と
り
暮
ら
し

の
重
度
心
身
障
害
者
等

○
申
込
締
め
切
り
／
八
月
三
十
一
日（
金
）

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
／
社
会
福
祉

係
（
内
線
２
８
５
）
又
は
各
支
所
・
出

張
所
・
各
地
区
担
当
民
生
委
員

町
立
公
園
を
一
時
閉
園
し
ま
す

次
の
町
立
公
園
に
つ
い
て
、
工
事
の

た
め
一
時
閉
鎖
及
び
一
部
利
用
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

・
小
野
沼
公
園
／
道
営
地
域
環
境
整
備

事
業
（
小
野
沼
公
園
整
備
）
の
た
め
、

平
成
十
三
年
九
月
一
日
〜
平
成
十
七
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
全
面
閉
鎖
し
ま
す
。

・
町
民
憩
の
森
公
園
／
道
営
農
村
総
合

整
備
事
業
（
自
転
車
歩
道
整
備
）
の
た

め
、
平
成
十
三
年
七
月
一
日
〜
平
成
十

五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
一
部
利
用
で

き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
／
環
境
公
園
係

（
内
線
２
９
４
）

「
８
０
２
０

ハ
チ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル

表
彰
」
の
募
集

町
で
は
「
８
０
歳
で
自
分
の
歯
を
２

０
本
以
上
保
た
れ
て
い
る
」
健
康
な
方

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
自
薦
、
他
薦
は

問
い
ま
せ
ん
の
で
、
ぜ
ひ
ご
応
募
、
ご

推
薦
く
だ
さ
い
。

○
対
象
／
大
正
十
年
生
ま
れ
の
別
海
町

在
住
の
方
で
、
自
分
の
歯
が
２
０
本
以

上
（
治
療
さ
れ
て
い
て
も
可
）
あ
る
健

康
な
方

○
応
募
期
間
／
六
月
二
十
九
日
（
金
）

応
募
・
問
い
合
わ
せ
／
町
民
保
健
セ
ン

タ
ー
母
子
保
健
係
（
1
５
―
０
３
５
９
）

平
成
十
三
年
度
教
科
書

展
示
会
の
開
催
に
つ
い
て

教
科
書
展
示
会
は
、
昭
和
二
十
三
年

の
検
定
教
科
書
制
度
の
実
施
に
伴
い
、

教
科
書
の
適
正
な
採
択
に
役
立
た
せ
る

と
と
も
に
、
教
育
関
係
者
の
教
科
書
研

究
の
便
宜
を
図
る
た
め
に
教
科
書
の
発

行
に
関
す
る
臨
時
措
置
法
に
よ
り
設
け

ら
れ
た
制
度
で
あ
り
、
一
般
の
方
々
に

も
公
開
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

根
室
管
内
の
学
校
で
使
用
さ
れ
て
い

る
教
科
書
以
外
に
も
、
各
出
版
社
に
よ

り
作
成
さ
れ
た
平
成
十
四
年
度
用
教
科

用
図
書
見
本
本
も
展
示
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
御
覧
い
た
だ
き
、
御
意
見
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

○
開
催
期
間
／
六
月
一
日（
金
）〜
十
六

日
（
土
）

○
会
場
／
別
海
町
図
書
館

○
意
見
集
約
日
／
六
月
十
六
日
（
土
）

問
い
合
わ
せ
／
教
育
委
員
会
学
校
教
育

係
（
内
線
４
１
０
）

不
法
就
労
防
止
・

不
法
滞
在
防
止
に
ご
協
力
を

最
近
、
不
法
就
労
、
不
法
滞
在
の
外

国
人
の
増
加
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
そ

の
外
国
人
が
引
き
起
こ
す
凶
悪
事
件
、

詐
欺
事
件
等
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
背
景
に
は
、
不
法

就
労
を
知
っ
て
い
な
が
ら
斡
旋
す
る
悪

徳
ブ
ロ
ー
カ
ー
や
、
不
法
滞
在
し
て
い

る
外
国
人
を
雇
用
す
る
事
業
主
の
存
在

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
警
察
で
は
、

ピ
ン
ハ
ネ
し
て
不
当
な
利
益
を
得
て
い

る
者
、
不
法
滞
在
外
国
人
を
雇
用
し
て

い
る
者
の
他
、
不
法
滞
在
し
て
い
る
外

国
人
の
取
り
締
ま
り
を
強
化
し
て
い
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
／
中
標
津
警
察
署

（
1
２
―
０
１
１
０
）

第10回スプリングコンサート�
6／16（土）　15：00開演� 別海町交流館ぷらと前多目的広場（雨天時中央小体育館）�

酪農工場の「別海の牛乳やさん」が紹介されます�
○「たべもの新世紀」�
　（全国放送）　6／10A総合テレビ午前6時15分～53分�
　 　　　　　　6／16G教育テレビ午後7時00分～43分（再放送）�
　（北 海 道）　6／22F午前8時00分～43分�

出演学校／別海高校、別海中央中学校、上西春別中学校、別海中央小学校�
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食
と
体
、
健
康
に
つ
い
て

「
も
っ
と
考
え
て
み
た
い
Y
」

そ
ん
な
方
々
募
集
中

今
年
度
と
来
年
度
の
二
年
間
に
わ
た

り
、
食
生
活
の
改
善
を
主
と
し
て
、
自

分
、
家
族
、
地
域
の
健
康
を
考
え
行
動

で
き
る
女
性
を
養
成
す
る
目
的
で
「
食

生
活
改
善
推
進
養
成
講
座
」
を
実
施
し

ま
す
。

○
対
象
／
別
海
町
在
住
で
、
食
生
活
改

善
に
積
極
的
な
女
性
。

○
会
場
／
別
海
町
民
保
健
セ
ン
タ
ー
及

び
各
会
場
（
内
容
・
地
区
に
よ
り
変
更

あ
り
）

詳
細
・
問
い
合
わ
せ
／
町
民
保
健
セ
ン

タ
ー
（
1
５
―
０
３
５
９
）

平
成
十
三
年
度
「
防
火
管
理
者

資
格
取
得
講
習
会
」
開
催

消
防
法
施
行
規
則
第
二
条
の
三
に
定

め
る
防
火
管
理
者
資
格
取
得
講
習
会
を

実
施
し
ま
す
。

○
日
程
／
七
月
十
一
日
（
水
）
・
十
二

日
（
木
）
の
二
日
間

○
場
所
／
根
室
北
部
消
防
事
務
組
合
中

標
津
消
防
署
講
堂
（
中
標
津
町
丸
山
二

丁
目
二
十
二
番
地
）

○
申
し
込
み
／
受
講
申
込
用
紙
は
消
防

本
部
又
は
、
別
海
消
防
署
に
あ
り
ま
す
。

○
締
め
切
り
／
六
月
二
十
九
日
（
金
）

問
い
合
わ
せ
／
別
海
消
防
署

（
1
５
―
２
１
６
１
）

排
水
設
備
工
事
指
定
店
の

追
加
指
定
に
つ
い
て

別
海
町
下
水
道
排
水
設
備
工
事
指
定

店
に
二
店
を
新
た
に
指
定
し
ま
し
た
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

・
㈲
北
栄
設
備
工
業
／
代
表
取
締
役

外
村
武
　
別
海
１
１
３
の
１

（
1
５
―
３
４
９
８
）

・
㈲
細
谷
設
備
／
代
表
取
締
役
　
細
谷

明
　
中
標
津
町
計
根
別
本
通
東
５
の
５

（
1
８
―
２
６
２
６
）

問
い
合
わ
せ
／
下
水
道
課（

内
線
３
５
２
）

別
海
町
長
の
資
産
等
が

七
月
一
日
か
ら
公
開
さ
れ
ま
す

政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の
別
海
町

長
の
資
産
等
公
開
に
関
す
る
条
例
（
平

成
七
年
十
二
月
三
十
一
日
施
行
）
に
基

づ
き
、
別
海
町
役
場
（
本
庁
舎
）
総
務

部
総
務
課
総
務
係
に
お
い
て
町
長
の
資

産
等
報
告
書
、
所
得
等
報
告
書
を
七
月

一
日
か
ら
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◯
公
開
内
容

¡

土
地
、
建
物
、
預
貯
金
、
有
価
証
券
、

自
動
車
、
船
舶
、
美
術
工
芸
品
な
ど

¡

平
成
十
二
年
度
分
の
所
得
、
関
連
会

社
の
調
べ
な
ど

問
い
合
わ
せ
／
総
務
課
（
内
線
２
２
１
）

平成13年度遺骨収集実施計画並びに慰霊巡拝（墓参）事業概要について�
　国による平成13年度戦没者遺骨収集等の事業計画及び慰霊巡拝（墓参）の事業概要が、次のとおり示さ�
れましたのでお知らせします。�

注）１，実施時間、期間、巡拝地域は相手国の都合により変更することがあります。�
　　２，概算経費は外国等における経費（航空賃、宿泊代、食事代等）であり、このほか出発地までの国内旅費（硫�
　　　　黄島については入間までの経費）が加算されます。�
　　３，概算経費はこれまで実施した慰霊巡拝（墓参）を参考にしたものですので、日程等により変動します。�
　　４，参加者には国家公務員等の旅費に関する法律等に基づき算出された旅費の３分の１の補助金が交付され、参�
　　　　加者負担額は概算経費から同補助金額を差し引いた額になります。�
　　５，南西諸島の洋上慰霊については、第３四半期以降に実施される予定です。�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問い合わせ／社会福祉係（内線285）�

�
　　
実 　 施 　 地 　 域 　　実施時期　　　　　　　　　　　　 備　考�

　（旧ソ連墓参）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　万円�
　カザフスタン共和国　７月中旬　９日間　10人　40～50　成田出発�
　チタ州ブリヤート共和国　８月中旬　８日間　20人　25～35　新潟出発�
　イルクーツク州ハカシア共和国　８月下旬　８日間　20人　25～35　新潟出発�
　ハバロフスク地方アムール州　８月下旬　８日間　20人　25～35　新潟出発�
　沿 海 地 方　10月上旬　８日間　10人　25～35　新潟出発�
　中　　　　　　　　　国　９月上旬　10日間　20人　30～35　成田出発�
　モ ン ゴ ル　10月中旬　８日間　20人　30～35　成田出発�
　フ ィ リ ピ ン　12月上旬　９日間　60人　30～35　成田出発�
　南西諸島洋上慰霊（注５）　 未　　　　　定　 500人　未　定　  未　定�
　北 ボ ル ネ オ　２月上旬　８日間　30人　30～35　成田出発�
　マーシャル諸島ギルバート諸島　３月上旬　９日間　30人　40～45　成田出発�
　　　　　　　　　　　　　11月上旬　２日間　50人�　硫 黄 島

　２月上旬　２日間　50人　　
１　　入間出発　　�

◎慰霊巡拝（墓参）事業概要�◎遺骨収集実施予定地�
¡ハバロフスク地方（７月～９月）�
¡チタ州（７月～９月）�
¡沿海地方（７月～８月）�
¡アムール州（６月～７月・９月）�
¡イルクーツク州（７月～９月）�
¡ブリヤート共和国（８月）�
¡カザフスタン共和国（９月）�
¡ハカシア共和国（６月）�
¡沖縄（２月）¡ソロモン諸島（10月）�
¡タイ（11月）�
¡ミャンマー（11月～12月）�
¡硫黄島（６月～７月・11月～12月）�

実施�
期間�

派遣�
人員�

概要経費�
（参加者負担額）�
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おめでた・おくやみ�
（４月１日から４月30日届出分まで）�
　　　　　　　　お誕生おめでとう�
　　　　　　　　　　　 （保護者）�
　u富崎　菜那ちゃん（女）護　夫（尾　岱　沼）�
　u　野　　剛ちゃん（男）　訓　（別　　　海）�
　u佐々木七海ちゃん（女）　薫　（別　　　海）�
　u老松　和音ちゃん（女）正　宏（別　　　海）�
　u外川　桃寧ちゃん（女）智　基（別　　　海）�
　u松田　風音ちゃん（女）健　児（別　　　海）�
　u須田　　歩ちゃん（男）文　太（西　春　別）�
　u大森　未裕ちゃん（女）博　善（尾　岱　沼）�
　u本田　　梓ちゃん（女）　敏　（別　　　海）�
　u吉田　真矢ちゃん（女）政　利（上　春　別）�
　u北澤柊三郎ちゃん（男）光太郎（美　　　原）�
　u守屋　由真ちゃん（女）　勲　（別　　　海）�
　u溝口　萌菜ちゃん（女）　健　（上　風　連）�
　u井上　侑大ちゃん（男）　剛　（尾　岱　沼）�
　u加藤　里歩ちゃん（女）　博　（中　西　別）�
　　　　　　　　ご結婚おめでとう�
　u永井　和也・相田　香織さん　（別　　　海）�
　u上ケ島正明・浦谷　深雪さん　（別　　　海）�
　u民部　和也・木村　暢子さん　（中　西　別）�
　u伊藤　大輔・樫野麻利子さん　（別　　　海）�
　u大石　勇二・清田　雪江さん　（中　西　別）�
　u米井　勝人・石郷　美樹さん　（別　　　海）�
　u田中　和史・石田友紀子さん　（別　　　海）�
　u森　　光司・松永　瑞穂さん　（中　春　別）�
　　　　　　　　お悔やみ申し上げます�
　s大河　二郎さん　（６９歳）　（奥　　　行）�
　s大島弥三郎さん　（８７歳）　（別　　　海）�
　s緑川　和男さん　（６７歳）　（西　春　別）�
　s安達みち子さん　（５２歳）　（尾　岱　沼）�
　s西塚　義三さん　（７２歳）　（西春別駅前）�
　s三ツ木陽一さん　（６３歳）　（西　春　別）�
　s竹崎フクミさん　（８７歳）　（西春別駅前）�
　s小山　恒雄さん　（４６歳）　（中　西　別）�
　s永野　勤一さん　（８２歳）　（尾　岱　沼）�
　s本田　　清さん　（７５歳）　（別　　　海）�
　s小湊　キミさん　（８６歳）　（中　春　別）�
　s筒井　五朗さん　（８２歳）　（本　別　海）�
　s菅野　　徹さん　（３７歳）　（別　　　海）�

郵
便
局
の
ミ
ニ
レ
タ
ー

平
成
十
三
年
用
か
も
め
ー
る
の

発
売
に
つ
い
て

く
じ
付
の
暑
中
見
舞
用
郵
便
は
が
き

「
か
も
め
ー
る
」を
六
月
一
日
（
金
）
よ

り
発
売
し
て
い
ま
す
。
夏
ら
し
い
デ
ザ

イ
ン
の
無
地
と
絵
入
り
が
あ
り
ま
す
。

価
格
は
そ
れ
ぞ
れ
五
十
円
で
す
。
涼
し

さ
を
運
ぶ
時
候
の
便
り
と
し
て
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

保
険
料
改
定
の
お
知
ら
せ

平
成
十
三
年
七
月
以
降
に
新
し
く
ご

加
入
い
た
だ
く
保
険
契
約
の
保
険
料
を

改
定
し
ま
す
。

○
実
施
時
間
／
七
月
一
日
（
日
）

○
適
用
対
象
契
約
／
七
月
一
日
以
後
に

新
し
く
ご
加
入
い
た
だ
く
保
険
契
約

○
内
容
／
保
険
料
を
平
均
二
・
九
％
引

き
上
げ
ま
す
。

詳
し
く
は
お
近
く
の
郵
便
局
で
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

平
成
十
三
年
度
職
員
採
用
試
験
　
　

（
外
務
職
）
受
験
案
内

○
受
験
資
格
／
昭
和
四
十
六
年
四
月
二

日
か
ら
昭
和
六
十
一
年
四
月
一
日
生
ま

れ
の
方

○
申
込
用
紙
請
求
先
／
道
内
各
郵
便
局

窓
口

○
受
験
期
間
／
六
月
十
八
日
（
月
）
か

ら
七
月
二
日
（
月
）

申
込
用
紙
の
配
布
は
六
月
上
旬
か
ら

開
始
し
ま
す
。
詳
し
く
は
窓
口
で
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

六
月
三
日
は
、「
測
量
の
日
」

六
月
三
日
は
、
測
量
の
日
で
す
。
測

量
・
地
図
は
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
深
く

関
わ
り
、
国
土
の
整
備
や
地
震
予
知
な

ど
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
昭
和
四
十
二
年
度
か
ら
地

籍
調
査
事
業
を
実
施
し
、
同
時
に
、「
国

土
地
理
院
」
に
よ
っ
て
測
量
の
基
準
と

な
る
三
角
点
等
が
約
三
百
七
十
点
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
近
々
地
籍
調
査
事
業
が

予
定
さ
れ
て
い
る
「
美
原
地
区
」
に
十

五
点
程
の
「
三
角
点
」
設
置
を
計
画
し

て
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

最
近
は
人
工
衛
星
か
ら
発
信
さ
れ
る

電
波
を
受
信
し
て
測
量
す
る
、「
Ｇ
Ｐ
Ｓ
」

と
い
う
器
機
が
広
く
利
用
さ
れ
、
局
地

的
な
測
量
は
勿
論
、
連
続
観
測
シ
ス
テ

ム
と
し
て
全
国
に
設
置
さ
れ
（
現
在
約

千
点
）、
地
震
、
火
山
噴
火
予
知
な
ど
広

く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
町
で
は
「
西
公
民
館
」
・
「
郊
楽

苑
」
グ
リ
ー
ン

広
場
ス
テ
ー
ジ

横
の
二
カ
所
に

「
観
測
局
」（
電

子
基
準
点
）
が

設
置
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
お
近

く
に
お
越
し
の

折
り
に
は
、
是
非
ご
覧
下
さ
い
。

「
測
量
の
日
」
を
機
会
に
測
量
・
地

籍
調
査
に
対
す
る
皆
様
の
関
心
が
高
ま

り
、
そ
の
大
切
さ
を
一
層
深
め
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
地
籍
調
査
係
（
内
線
２

４
３
）

観測局（電子基準点）
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◆
先
日
の
暖
か
さ
で
、
例
年
よ
り
も
早

く
さ
く
ら
の
花
も
咲
き
樹
木
の
芽
も
一

気
に
開
き
は
じ
め
、
緑
の
青
さ
も
一
段

と
ま
し
て
夏
も
間
近
。
こ
れ
か
ら
の
季

節
は
山
菜
採
り
な
ど
で
野
山
に
出
か
け

ら
れ
る
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
今

年
は
道
内
各
地
で
熊
の
出
没
で
犠
牲
者

が
出
て
い
ま
す
。
お
出
か
け
の
際
は
、

家
族
等
に
行
き
先
や
帰
宅
時
間
な
ど
を

知
ら
せ
決
し
て
一
人
で
は
、
山
に
入
ら

ぬ
よ
う
気
を
付
け
て
下
さ
い
。
▽
広
報

誌
に
掲
載
さ
れ
た
写
真
を
差
し
上
げ
ま

す
の
で
当
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
Ｋ
）

◆
午
前
十
時
、
あ
わ
た
だ
し
く
広
報
べ

つ
か
い
の
校
正
に
車
を
走
ら
せ
る
。
ラ

ジ
オ
か
ら
流
れ
る
の
は
、
癒
し
系
の
ク

ラ
シ
ッ
ク
音
楽
。
頭
に
浮
か
ぶ
の
は
、

大
草
原
に
大
の
字
で
寝
て
い
る
自
分
。

目
を
覚
ま
す
と
、
空
は
ま
ぶ
し
い
く
ら

い
に
青
く
、
鳥
の
さ
え
ず
り
も
聞
こ
え

て
く
る
。
最
近
、「
癒
し
系
」
と
ち
ょ
く

ち
ょ
く
耳
に
入
る
流
行
語
は
今
の
世
の

中
を
映
し
て
い
る
。
心
を
一
番
癒
し
て

く
れ
る
の
は
、
自
然
の
姿
。
自
分
が
自

然
で
い
ら
れ
る
こ
と
が
、
癒
さ
れ
て
い

る
こ
と
で
あ
っ
て
、
人
と
つ
き
あ
う
こ

と
で
癒
さ
れ
る
こ
と
も
、
一
つ
の
手
段

と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
今
回
の
表
紙

で
少
し
で
も
心
が
癒
さ
れ
た
ら
、
当
係

の
ス
タ
ッ
フ
も
心
が
癒
さ
れ
る
こ
と
だ

ろ
う
。

（
た
く
）

国�民�年�金�Q & A

ス
ピ
ー

ド

ダ
ウ
ン

シ

ー

ト
ベル
ト

◯スピードダウンと◯シートベルト�
2つの◯があなたを守る�

別海町の交通事故発生状況�

発生16件、死者１名、傷者20名�
前年同期比   （－３）　　　  （－１）　    　（－８）　　 　�

（平成13年１月１日～５月28日）�

「毎月15日は、道民交通安全の日です」�

Ｓ� Ｓ�
Ｓ�

Ｑ　保険料を免除される制度があると聞きました。
どのような制度なのですか。
Ａ 納めるのが困難な人のために、申請し、承認さ
れれば保険料の免除を受けられる制度です。
20歳以上60歳未満のすべての人は保険料を納める

ことになっていますが、なかには低所得などの理由
により納めるのが困難な人もいます。そうした方の
ために、国民年金では申請し、承認されれば保険料
の免除を受けられる制度を設けています。具体的に
は所得や資産の状況を見て、保険料の支払い能力を
判断した後、免除を認めるかどうかの決定をします。
免除申請をする場合は国民年金担当窓口でご相談く
ださい。
また、免除が認められて保険料を納めなかった期

間については、将来受け取る老齢基礎年金は納めた
場合の３分の１で計算されることになっています。
ただし、未納の場合には、まったく期間として計

算されません。また、障害年金や遺族年金は保険料
を納めるか免除されているかでないと受給資格を失
ってしまいます。ですから、保険料が支払えないと
いう場合は必ず免除の申請をしてください。
なお、学生には「納付特例制度」が設けられてい

ますので、国民年金窓口でご相談ください。

社会保険事務相談所開設日
○日時／７月17日c 13時～17時
○会場／中標津経済センター
問い合わせ／国民年金係（内線483）

☆国民年金保険料の納付は、
安心・便利・確実な口座振替・自動払込でY
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美
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さ
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上
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）
▽
内
田
徳
司
さ

ん
（
別
海
）
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国
分
昭
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さ
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海
常
盤
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）
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代
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大
森
圭
介
さ
ん
▽
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（
本
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野
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さ
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潮
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▽
本
田
上
子
さ
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（
大
成
）

▽
道
又
京
子
さ
ん
（
本
別
海
）
▽
目
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貞
子
さ
ん
（
別
海
宮
舞
町
）
▽
菅
野
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ゆ
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さ
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▽
緑
川
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あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

訂
正
と
お
詫
び

広
報
べ
つ
か
い
五
月
号
に
折
り
込
み

の
「
別
海
町
機
構
図
」
で
根
室
北
部
消

防
事
務
組
合
別
海
消
防
署
、
消
防
署
長

吉
田
一
紀

●

●

は
吉
田
利
治

●

●

の
誤
り
で
す
。

訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

○応募資格／日本国籍を有し満18�
　　　　　　歳以上27歳未満の方�
○試験科目／国語、数学、社会、�
　　　　　　作文、口述試験、身�
　　　　　　体検査、適正検査�
問い合わせ／中標津募集事務所�
　　　　　　  （1２－０１２０）�

自衛官募集�
二等陸海空士各種�
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〒086-0205 北海道野付郡別海町別海常盤町280番地�
1（01537）5-2111　FAX 5-0371

○まちの人口／17,023人（＋68）　男／8,504人（＋32）・女／8,519人（＋36）　○世帯／5,936世帯（＋62）　平成13年４月30日現在�
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